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普 及 現 地 情 報 

令 和 ７ 年 1 2 月 2 4 日 

久慈農業改良普及センター 

記 述 者  阮  魯 瀟 

農業経営を強化！久慈で「経営力向上研修会」実施

久慈農業改良普及センターは地域の農業者減少や後続者不足の現状を踏まえ、労

務管理と財務諸表分析をテーマにした「経営力向上研修会」を 12 月 22 日に開催し

ました。当日は、農業法人経営者等 4名を含む 10名が、冬の寒さの中参加しました。 

第一部では、普及センターの田淵技師が講師を務め、「労務管理」について解説し

ました。就業規則の整備や保険加入など、適切な労務管理の重要性を説明し、とく

に長期的かつ安定した雇用の実現には、事前の準備と時代に即した対応が不可欠で

あることを強調しました。 

第二部では、盛岡市の土岐経営支援事務所の土岐徹郎中小企業診断士より、財務

諸表分析についてご講義いただきました。決算書の項目説明に加え、具体的事例を

用いた演習を行い、参加者は実際に計算しながら理解を深めました。経験豊富な農

業者だけでなく、若手職員にとっても経営者視点を養う有意義な学びとなりました。

また、講義後には個別相談の時間が設けられ、参加者の疑問や悩みに対して丁寧な

助言が行われました。 

研修後のアンケートでは多くのご意見をいただき、普及センターでは今後も継続

的な研修の実施を計画しています。 

労務管理に関する法改正および今後の

動向を説明する田淵技師 

講義における三つのテーマを紹介する

土岐中小企業診断士 
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普 及 現 地 情 報 

令 和 ８ 年 ２ 月 1 9 日 

久慈農業改良普及センター 

記 述 者  東 海 林 豊 

暮らしと農地を守る仕組み勉強会

～農村ＲＭＯ入門～ を開催しました

令 和 ８ 年 ２ 月 17 日 （ 火 ）、 久 慈 地 方 農 業 農 村 活 性 化 推 進 協 議 会 で は 、

暮 ら し と 農 地 を 守 る 仕 組 み と し て 注 目 さ れ て い る 農 村 Ｒ Ｍ Ｏ の 勉 強 会

を 開 催 し ま し た 。当 日 は 、中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 制 度 協 定 、多 面 的 機 能

支 払 制 度 活 動 組 織 の 構 成 員 36 名 の 参 加 が あ り 、 農 村 Ｒ Ｍ Ｏ の 概 要 に 関

す る 講 演 と 実 践 事 例 の 紹 介 を 行 い ま し た 。

講 演 で は Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 い わ て Ｎ Ｐ Ｏ フ ォ ー ラ ム ２ １ 事 務 局 よ り 、Ｒ Ｍ Ｏ

に 取 り 組 む 意 義 や 制 度 の 活 用 方 法 に つ い て わ か り や す く 説 明 し て い た

だ き ま し た 。  

続 い て 行 わ れ た 事 例 紹 介 で は 、実 際 に Ｒ Ｍ Ｏ に 取 り 組 ん で い る 花 巻 市

の た て ま ち 地 域 づ く り 協 議 会 が 実 践 し て い る 農 地 保 全 、資 源 活 用 、生 活

支 援 の 取 組 を 具 体 的 に ご 紹 介 い た だ き ま し た 。  

終 了 後 の ア ン ケ ー ト で は「 集 落 の 維 持 に は Ｒ Ｍ Ｏ の 立 ち 上 げ と 運 営 が

カ ギ と な る と 感 じ た 」「 学 ん だ こ と を 地 域 で の 活 動 に 役 立 て た い 」 と い

っ た 感 想 が あ り 、自 分 達 で 地 域 を 守 る 機 運 を 醸 成 で き た よ う で す 。久 慈

地 方 農 業 農 村 活 性 化 協 議 会 で は 、今 後 も こ の よ う な 研 修 を 通 し 地 域 活 性

化 に 取 り 組 み ま す 。  

（ 講 演 の よ う す ） （ 事 例 紹 介 の よ う す ）
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普 及 現 地 情 報 

令 和 ８ 年 ２ 月 2 5 日 

久慈農業改良普及センター 

記述者  佐々木  達史 

令和７年度ピーマン実績検討会を開催しました！ 

令 和 ８ 年 ２ 月 20 日 に 久 慈 市 内 で 令 和 ７ 年 度 ピ ー マ ン 実 績 検 討 会 を 開

催 し ま し た 。検 討 会 に は 、ピ ー マ ン の 生 産 者 、市 場 、関 係 機 関 な ど 合 わ

せ て 24 名 が 参 加 し ま し た 。  

検 討 会 で は 、Ｊ Ａ か ら 出 荷・販 売 実 績 に つ い て 、普 及 セ ン タ ー か ら 戸

別 営 農 相 談 で 収 集 し た 地 域 の 課 題 と 次 年 度 の 対 策 に つ い て 説 明 を 行 い

ま し た 。  

ま た 、グ リ ー ン な 栽 培 体 系 技 術 と し て 昨 年 度 か ら 導 入 し て い る「 バ イ

オ マ ス 由 来 の 原 料 を 含 む 生 分 解 性 マ ル チ 」と「 点 滴 か ん 水 技 術 」の 検 証

結 果 に つ い て 紹 介 を 行 い ま し た 。

久 慈 地 域 の ピ ー マ ン は 、栽 培 面 積 、栽 培 者 数 、単 収 い ず れ も 順 調 に 増

加 し て お り 、 今 後 が 期 待 さ れ る 品 目 で す 。  

 令 和 ８ 年 度 も 栽 培 者 数 が 増 加 す る 見 込 み と な っ て お り 、今 後 も 引 き 続

き 関 係 機 関・団 体 と 連 携 し 、新 規 栽 培 者 の 技 術 定 着 や 単 収 向 上 に 向 け た

技 術 レ ベ ル の 向 上 を 図 っ て い き ま す 。  

ピーマン実 績 検 討 会 のようす  
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ブロッコリー実績検討会のようす 

普 及 現 地 情 報 

令 和 ８ 年 ２ 月 2 5 日 

久慈農業改良普及センター 

記述者  佐々木  達史 

令和７年度ブロッコリー実績検討会を開催しました！ 

令 和 ８ 年 ２ 月 20 日 に 久 慈 市 内 で 令 和 ７ 年 度 ブ ロ ッ コ リ ー 実 績 検 討 会

を 開 催 し ま し た 。検 討 会 に は 、ブ ロ ッ コ リ ー 生 産 者 、関 係 機 関 な ど 合 わ

せ て 18 名 が 参 加 し ま し た 。  

検 討 会 で は 、Ｊ Ａ か ら 出 荷・販 売 実 績 に つ い て 、普 及 セ ン タ ー か ら 作

型 別 の 栽 培 上 の 課 題 と 次 年 度 の 対 策 、品 種 比 較 試 験 の 結 果 に つ い て 説 明

を 行 い ま し た 。  

令 和 ７ 年 度 の 早 春 ま き 作 型 は 、生 育 初 期 の 低 温 や 収 穫 期 の 高 温 に よ り 、

ボ ト ニ ン グ や 不 整 形 花 蕾 な ど の 生 理 障 害 が 発 生 し 、安 定 生 産 が 課 題 と な

り ま し た 。 夏 ま き 作 型 で は 、 毎 年 病 害 虫 対 策 が 課 題 と な っ て い ま す が 、

生 産 者 の 防 除 の 徹 底 に よ り 、今 年 度 の 病 害 虫 の 被 害 は 少 な く 、単 収 が 向

上 し ま し た 。  

 令 和 ８ 年 度 も 栽 培 面 積 が 増 加 す る 見 込 み で す 。今 年 度 の 実 績 を 踏 ま え

て 、普 及 セ ン タ ー で は 作 型 の 再 確 認 や 病 害 虫 対 策 の 情 報 提 供 を 行 い 、関

係 機 関 ・ 団 体 と 連 携 し て さ ら な る 生 産 拡 大 に 向 け て 支 援 し て い き ま す 。 
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Ａ B 

左▲マップ表は飲食店のマップ Ａ部分に豆腐田楽写真、Ｂ部分に店舗情報  右▲裏はコラム 

普 及 現 地 情 報 

令 和 ８ 年 ３ 月 1 3 日 

久慈農業改良普及センター 

記述者  山本  明日香 

豆腐田楽が食べられる飲食店のマップを整備！ 

～郷土料理認知度向上を目指して～ 

久 慈 地 方 農 業 農 村 活 性 化 推 進 協 議 会 で は 、久 慈 地 域 の 郷 土 料 理 の 認 知

度 向 上 を 目 的 と し て 、郷 土 料 理 を 提 供 す る 飲 食 店 マ ッ プ を 発 行 し ま し た 。 

今 回 発 行 し た マ ッ プ は 、久 慈 地 域 の 郷 土 料 理 の 中 で も 、豆 腐 田 楽 を ピ

ッ ク ア ッ プ し た 、 そ の 名 も 「 北 三 陸 豆 腐 田 楽 探 訪 図 」。 普 及 セ ン タ ー が

久 慈 管 内 の 豆 腐 田 楽 の 飲 食 店 14 店 舗 を 取 材 し 、 業 者 委 託 に よ り マ ッ プ

化 し ま し た 。  

本 マ ッ プ に は 、表 に 豆 腐 田 楽 の 食 べ ら れ る 飲 食 店 の マ ッ プ と 、店 舗 の

特 徴 等 詳 細 情 報 、裏 に 豆 腐 田 楽 の コ ラ ム が 掲 載 さ れ て い ま す 。取 材 し た

豆 腐 田 楽 は 、薬 味 や ニ ン ニ ク の 辛 み な ど の 違 い が あ り 、特 徴 が あ る も の

ば か り で す 。 マ ッ プ に は 、 各 店 舗 の 豆 腐 田 楽 の 写 真 が 掲 載 さ れ て お り 、

ど の 店 舗 の 豆 腐 田 楽 が 食 べ た い か 目 で 見 て 考 え る こ と が で き ま す 。  

本 マ ッ プ は 、今 後 久 慈 管 内 の 道 の 駅 や 豆 腐 田 楽 店 舗 に 配 布 す る 予 定 で

す 。皆 さ ん も 、久 慈 地 域 に 足 を 運 ん だ 際 、お 手 に 取 っ て く だ さ れ ば 幸 い

で す 。  
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普 及 現 地 情 報 

令 和 ８ 年 ３ 月 1 3 日 

久慈農業改良普及センター 

記 述 者  宮 澤  薫 子 

食品表示を見直そう！～食品表示勉強会開催～ 

久 慈 地 域 産 直 連 絡 協 議 会 で は 、 ３ 月 10 日 に 食 品 表 示 勉 強 会 を 開 催 し

ま し た 。食 品 表 示 に 関 す る 各 産 直 の 出 荷 者 や ス タ ッ フ の 疑 問 や 悩 み の 解

消 、適 正 な 食 品 表 示 の 徹 底 に つ い て の 意 識 向 上 を 目 的 に 行 わ れ 、７ 産 直

か ら 25 名 が 参 加 し ま し た 。  

勉 強 会 で は 、久 慈 保 健 所 職 員 を 講 師 に 、個 別 の 加 工 食 品 に 規 定 さ れ て

い る 表 示 の ル ー ル や 、表 示 禁 止 事 項 な ど 必 要 に 応 じ て 確 認 す る 事 項 に つ

い て 講 義 い た だ き ま し た 。「 漬 物 」 を 具 体 例 と し て 、 名 称 や 原 材 料 名 、

添 加 物 の 記 載 方 法 等 、一 連 の 表 示 の 作 成 方 法 を 学 び ま し た 。ま た 、事 前

に 受 け 付 け た 質 問 へ の 回 答 と 質 疑 応 答 が 行 わ れ 、参 加 者 同 士 の 疑 問 や 悩

み を 共 有 し ま し た 。  

参 加 者 か ら は 、「 誤 っ て 認 識 し て い た こ と に 気 づ け た 」「 具 体 的 な 食 品

表 示 の 事 例 が 参 考 に な っ た 」と 感 想 が あ り 、知 識 の 向 上 に つ な が っ た よ

う で し た 。  

 普 及 セ ン タ ー は 、今 後 も 産 直 の 食 の 安 全・安 心 に 対 す る 意 識 向 上 に 向

け 支 援 し て い き ま す 。  

勉 強 会 の様 子  

参 加 者 はメモを取 りながら、熱 心 に聴 講 していました。  
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普 及 現 地 情 報 

令 和 ８ 年 ３ 月 1 6 日 

久慈農業改良普及センター 

記 述 者  戸 田  奈 菜 子 

久慈地域において「白銀のひかり」栽培研修会を 

行いました！ 

久 慈 地 域 白 銀 の ひ か り 栽 培 研 究 会 総 会 及 び 研 修 会 が 令 和 ８ 年 ３ 月 12

日 に 久 慈 市 内 で 開 催 さ れ 、 生 産 者 、 関 係 者 合 わ せ て 30 名 が 参 加 し ま し

た 。  

研 修 会 で は 、「 白 銀 の ひ か り 」 の 特 徴 や 栽 培 の 留 意 点 、 令 和 ７ 年 度 の

生 育 状 況 に つ い て 、 普 及 セ ン タ ー か ら 説 明 を 行 い ま し た 。  

令 和 ７ 年 産 の 久 慈 地 域 の「 白 銀 の ひ か り 」は 、栽 培 マ ニ ュ ア ル に 基 づ

い た 栽 培 管 理 を 行 う こ と が で き 、収 量・品 質 を 確 保 す る こ と が で き ま し

た 。ま た 、昨 年 も 高 温 で 推 移 し た た め 、生 産 者 か ら は「 高 温 障 害 は 出 な

か っ た か 」 な ど の 質 問 が 出 さ れ ま し た 。  

 久 慈 地 域 の 令 和 ８ 年 産 の「 白 銀 の ひ か り 」の 作 付 面 積 と 作 付 経 営 体 数

は 増 加 す る 予 定 で す 。 普 及 セ ン タ ー で は 、 収 量 ・ 品 質 の 確 保 に 向 け て 、

引 き 続 き 、関 係 機 関・団 体 と 連 携 し 、栽 培 研 究 会 の 活 動 を 支 援 し て い く

予 定 で す 。   

「白銀のひかり」の栽培管理等について説明している様子
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普 及 現 地 情 報 

令 和 ８ 年 ３ 月 1 6 日 

久慈農業改良普及センター 

記 述 者  篠 﨑  創 

～岩手県肉用牛補完事業施肥検討会～ 

管内牧野の施肥設計検討会が開催されました！ 

令 和 ８ 年 ２ 月 26 日 に 久 慈 市 山 形 町 で 、JA 新 い わ て 久 慈 営 農 経 済 セ ン

タ ー 主 催 の 岩 手 県 肉 用 牛 保 管 事 業 施 肥 検 討 会 が 開 催 さ れ ま し た 。検 討 会

に は 、 各 牧 野 の 管 理 者 や 市 の 担 当 者 な ど 合 わ せ て ８ 名 が 参 加 し ま し た 。 

検 討 会 で は 、Ｊ Ａ か ら 今 年 度 の 施 肥 実 績 に つ い て 、普 及 セ ン タ ー か ら

土 壌 分 析 結 果 や 令 和 ８ 年 度 の 施 肥 設 計 案 に つ い て 説 明 を 行 い ま し た 。  

ま た 、外 来 雑 草 の 防 除 に つ い て 、各 牧 野 の 現 状 を 踏 ま え て 検 討 を 行 い

ま し た 。  

久 慈 地 域 の 各 牧 野 に は 主 に 日 本 短 角 種 が 放 牧 さ れ ま す 。生 産 者 の 高 齢

化 に よ り 生 産 頭 数 は 減 少 傾 向 の 中 、令 和 ７ 年 度 の 牧 野 利 用 戸 数 は 前 年 度

か ら 概 ね 横 ば い と な っ て お り 、地 域 の 短 角 牛 生 産 に お い て 、牧 野 の 適 正

な 管 理 は 重 要 な 役 割 を 担 っ て い ま す 。  

 今 後 も 引 き 続 き 関 係 機 関・団 体 と 連 携 し 、生 産 者 が 安 心 し て 放 牧 で き

る 牧 野 の 維 持 に 努 め て い き ま す 。  

施 肥 設 計 検 討 会 のようす  
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 令和８年２月３日に岩手県農業農村指導士認定書交付式が行われ、

洋野町の清水繁勝さんが岩手県農業農村指導士に認定されました。 

後日開催された久慈地域農業農村指導士等連絡会総会・研修会で

は、清水さんの経営状況や今後の抱負など語っていただきました。 

 新規認定者を１名迎えた同連絡会は農業農村指導士 10 名、青年農

業士２名、計 12名の組織となり、今後の活躍が期待されます。 

清水
し み ず

繁
し げ

勝
か つ

さん（洋野町 農業農村指導士）

【経営内容】酪農、和牛繁殖 

【経歴および実績】東京都で工務店勤務後、平成 14年に就農し、酪農経営を

行っています。搾乳装置、牛群管理システムを導入し、安定した産乳量の確保

や乳成分の向上に努めるほか、育成牛の公共牧野への預託や、地域内コントラ

クター組織による飼料用とうもろこし収穫作業の外部委託化を早くから進

め、家族酪農経営における多頭数飼養のモデル的経営体となっています。 

また、令和５年度からいわてくじ酪農ヘルパー利用組合組合長、陸中ホルスタイン改良同志会監事、

令和７年度からＪＡ新いわて久慈乳用牛群検定組合長として活躍されています。 

【将来への意向】 

 新技術の導入や、飼養管理水準の向上により、酪農情勢に対応した家族酪農経営を実践したい。今後

も、農家間の協力や外部支援組織への作業委託などを進め、持続的な地域酪農経営を実現できるよう、

関係機関や組織と検討を重ねていきたい。 

9



岩手県農業農村指導士

○農業農村指導士 令和８年４月１日現在

市町村 氏名 営農類型

1 久慈市 長坂　亜紀子 野菜

2 野田村 鹿糠沢　津嘉 水稲・野菜

3 久慈市 戸﨑　武幸 菌床しいたけ 監事

4 洋野町 塩倉　康美 酪農 会長

5 洋野町 塩倉　健一 酪農 副会長

6 久慈市 中屋敷　稔 短角牛繁殖肥育一貫、和牛繁殖 事務局長

7 久慈市 大鹿糠　正行 水稲、果樹、花き、菌床しいたけ

8 洋野町 北村　卓也 野菜

9 久慈市 田村　憲史 酪農

10 洋野町 清水　繁勝 酪農、和牛繁殖

○青年農業士

市町村 氏名 営農類型

1 久慈市 越戸　翔 菌床しいたけ

2 久慈市 本波　済 野菜 事務局次長

久慈地域農業農村
指導士等連絡会役員

久慈地域農業農村
指導士等連絡会役員

令和８年３月現在 

10



令和８年度
いわてグリーン農業アカデミー

第４回
９月２日(水)

第５回
11月４日(水)

県内実践農家
「みどり計画」素案検討

第６回
１月15日(金)
「みどり計画」発表

閉講式

第１回
５月27日(水)

開講式
みどりの食料

システム戦略 ほか

第２回
７月８日(水)
最新の研究動向
総合的病害虫防除
「みどり計画」作成演習

第３回
８月５日(水)
スマート農業実践事例
スマート農機実習

【申込方法】
「受講申込書」をメール、郵送いずれかで

当校に提出してください。
E-Mail CE0014@pref.iwate.jp）

環境負荷を低減する農業者を育成するため、
スマート農業技術を活用した有機農業など、環境保全型農
業を実践する上で必要な知識や技術を習得する、「いわて
グリーン農業アカデミー」を開講します。

１ 対象者
岩手県内に在住、または居住予定で、環境にやさしい農業を志向、実践する方

２ 場所
岩手県農業研究センター県北農業研究所等(岩手県九戸郡軽米町大字山内23-9-1)
※ 一部カリキュラムは、岩手県立農業大学校 農業研修館、宮古地区合同庁舎でリモート受講できます。

３ 実施時期
５・７・８・９・11・１月の各１回（全６回）

４ 募集定員・募集時期
15名・令和８年２月２日(月)～４月17日(金)

５ その他
研修は単位制とし、８割以上の単位を取得し、研修成果である「環境負荷低減事

業活動実施計画」（以下「みどり計画」という。」を完成させた受講者に「修了証
書」を授与します。

６ 受講料
無料（昼食代や、事例研修等に係る保険代は、別途実費をいただきます）

【問い合わせ先】岩手県立農業大学校(〒029-4501胆沢郡金ケ崎町六原蟹子沢14)

TEL 0197-43-2211 メール CE0014@pref.iwate.jp

受講料
無料

研修生募集中

土づくりと土壌診断の基礎
土づくり実践事例

「みどり計画」発表準備

※ 本研修は、令和８年度当初予算の成立を前提として募集を行っており、県議会での審議状況等により、募集の停止、
事業内容の変更等の措置を行うことがあります。

※ 研修の様子を撮影し、当校ホームページやSNSなどで使用しますので、御了承の上お申込みください（お申し込みを
もって御了承いただいたものとして取り扱います）。

募集要領・申込書様式



令和８年度 カリキュラム

単位
内 容回

評価方法数

－－開講式、オリエンテーション

第１回
５月27日(水)
９：45～16：00

出席状況及び
レポート

３講義

・ みどりの食料システム戦略（概要、制
度の趣旨、政策、目標、支援措置等）

・ 有機農業概論（有機農業の意義、特
徴、取り組む上でのポイント等）

・ 有機JAS認証制度

１演習
・ 本研修受講で目指す目標と取組方向
（事前課題に基づく発表）

出席状況及び
レポート

２講義

・ 有機栽培に関する技術開発の現状と研
究動向

・ 環境負荷低減を図る試験研究成果
・ ＩＰМ（総合的病害虫・雑草管理）

第２回
７月８日(水)

10：00～15：30
※リモート会場

設置
２演習

・ 「みどり計画」の作成演習（有機質資
材の施用、化学肥料の施用減少、化学農
薬の使用減少 等）

出席状況及び
レポート

２
事例
研修・ スマート農業実践事例

第３回
８月５日(水)

10：00～15：30 ２
演習・
実習

・ スマート農機の活用と操作実習
（予定：自動操舵トラクタ、ラジコン
草刈機など）

出席状況及び
レポート

２
事例
研修・ 県内実践農家（２カ所）第４回

９月２日(水)
10：00～15：30 ２演習・ 「みどり計画」素案検討、意見交換

出席状況及び
レポート

２
講義・
実習

・ 土づくりと土壌診断の基礎及びたい肥
と有機物の活用法第５回

11月４日(水)
10：00～15：30
※リモート会場

設置

１講義・ 土づくり実践事例

１演習・ 「みどり計画」発表準備

「 み ど り 計
画」完成状況

－演習

・ 研修成果発表会、「みどり計画」発表
（PowerPointにより受講者が発表）

※この計画は「みどりの食料システム法」の認定制度である
「みどり認定」の計画書として、計画認定申請に活用することが
できます。

第６回
１月15日(金)

10：00～15：30

－－閉講式

「みどり認定」を受けるメリット
① 設備投資の際の所得税・法人税が優遇されます！
② さまざまな国庫補助金の採択で優遇されます！

（予定：講師の都合等により、変更することがあります）



募集要項・入学申込書はコチラ
https://iafs.agr.iwate-u.ac.jp/

主催 ： いわてアグリフロンティアスクール運営協議会 （岩手大学、JAいわてグループ、岩手県）

TEL：019-621-6231  FAX：019-621-6107
E-mail : atiren@iwate-u.ac.jpIAFS

いわてアグリフロンティアスクール運営協議会事務局 （岩手大学農学部地域連携推進室内）

募集要項・入学申込書はコチラ

出願・問い合わせ先

定  員 35名
開講期間 令和8年5月下旬～令和9年2月
授業料 21,000円／1年

※ただし、現地研修等の参加費は別途必要な場合があります

授業プログラム ① 農業経営科目群 　② 6次産業化科目群 
③ 農村地域活動科目群 

受講対象者 岩手県内に居住し、大学の受験資格を有する以下の者
□ 農業経営者、農業後継者、農業従事者等
□６次産業化に取り組んでいる者、
    又はそれを支援している者
□ 農村地域活動に携わる者
（地域振興、土地改良、担い手育成等のリーダー、またはそれらの者を支援している者等）

開講場所 岩手大学農学部等
（盛岡市上田三丁目18-8）

本教育プログラムは、文部科学省
「職業実践力育成プログラム」に認
定され、また、厚生労働省「教育訓
練給付制度（専門実践教育訓練）」
の講座指定を受けました。

条件を満たして
修了された方に

岩手大学が認定する

「アグリ管理士」資格
を授与します。

令
和
８
年
度
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いきいき農村基盤整備事業 

１ 事業の趣旨 

  国庫補助事業の対象とならない小規模な地区において、営農の継続を通じて農業・農村

の維持・発展を図るため、地域の実情に応じたきめ細かな基盤整備を実施します。 

２ 事業内容 
区分 工種 補助率等 備考 

定額 

補助 

(1)田畑の区画拡大 6～25万円/10a（22.5～42万円/10a）等 
（ ）は水路の変更（管水路化等）を伴

う場合 

(2)暗渠排水 10.5～19万円/10a 吸水渠(暗渠)の間隔が 10m以下の新設 

(3)湧水処理 20.5万円/100m、18.5万円/100m 表土扱い有り、無し 

(4)畑地かんがい施設 29万円/10a、18.5万円/10a等 樹園地、樹園地以外等 

(5)土層改良 26万円/10a、23.5万円/10a等 客土、除礫等 

(6)耕作放棄防止 2.5万円/10a、3万円/10a 発生防止、土壌改良 

☆ (7)更新整備 12.5万円/10m、22万円/10m等 用水路、排水路等 

(8)ｽﾏｰﾄ農業普及啓発・

試行支援

20万円/地区 先進地研修費 

60万円/地区 スマート農業機器レンタル 

定率 

補助 

(9)農業用用排水施設 事業費の 50％（55％） 
農業用用排水施設の新設、廃止又は変

更（地下かんがいシステムを含む） 

(10)暗渠排水 事業費の 50％（55％） 暗渠の新設又は変更、補助暗渠 

(11)土層改良 事業費の 50％（55％） 
客土、混層耕、除礫、心土破砕及び土壌

改良  

☆(12)区画整理 事業費の 50％（55％） 農用地の区画形質の変更 

(13)農作業道等 事業費の 50％（55％） 農作業道・進入路等の新設、更新 

☆(14)農用地の保全 事業費の 50％（55％） 
(9)～(13)以外の農用地の改良又は保

全のための必要な事業 

(15)ｽﾏｰﾄ農業導入支援 事業費の 50％（55％） 

GNSS 基地局の新設・更新、自動操舵シ

ステム、自動給水栓、ロボット草刈機等

の先進的省力化技術の導入 

(16)特認事業 事業費の 50％（55％） 知事が特に必要と認めるもの 

※１ ☆印の網掛けは令和８年度予算から新たに追加【新規】 ※２ 定率補助の( )は、中山間地域に係る補助率

３ 事業要件 

  事業費 200万円未満、受益者２者以上 

４ 事業実施主体 

  市町村、土地改良区、農地中間管理機構、農地所有適格法人、多面的機能支払交付金の活動組織等 

５ 補助率・負担区分 

・２の(1)～ (8)  ： 定額補助

・２の(9)～ (16) ： 定率補助 ＜県 50％（55％）、市町村・受益者等 50％（45％）＞

※（ ）書きは中山間地域の場合 

６ 事業実施期間 

  令和２年度～令和 11年度 

７ 担当課 

  県北広域振興局 農政部 農村整備室へ お気軽にお問い合わせください。 

(TEL 0194-53-4988） 
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電子メールを活用した農業情報のサービスを行っています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～いわてアグリベンチャーネット掲載記事の紹介～ 
いわてアグリベンチャーネットでは、毎月、各地域の農業情報をお知らせしています。 

【１～３月分の掲載記事】 
〇産地・産直情報： 《中部》産直情報『～地域に愛される産直～産直ともちゃん（遠野市）』 
             《大船渡》釜石市の新たな特産品！クッキングトマト「すずこま」（かまとまちゃん） 
 
〇人物紹介： 《奥州》地域を担う若手野菜生産者 金ケ崎町 阿部光平さん 
         《久慈》栃元慎治さん 久慈市の黒毛和牛農家のホープ 

 
〇『普及活動年報』 県内各地域の普及センターの取組を紹介します。 
下記の URL、または右の二次元コードからご覧ください。 

https://www.pref.iwate.jp/agri/i-agri/index.html 

 

 
 久慈農業改良普及センターfacebook 公開中！ 

久慈寒次郎が、最新の情報や、HOT な情報をお届けします。 
下記の URL、または右の二次元コードからご覧ください。 

https://www.facebook.com/岩手県久慈農業改良普及センター-581601925540151/ 

久慈農業改良普及センターでは、農作物技術情報、台風や気象災害などへの注意情報、病害虫に関

する情報、スマート農業に関する情報などをタイムリーに入手することに役立つメール配信をしています。 

ご自身のメールから ce0026@pref.iwate.jp（普及センター組織アドレス）まで「氏名」、「住所」、「電話番

号」を送信していただければ、いつでも登録できます。登録すれば久慈農業改良普及センター（地域 ML）か

らだけではなく、県（県 ML）からも情報が配信されます。 

                                           【 二 次 元 コードからも申 込 みできます】 

これまでに県から配信した内容は、次のような内容です。 

・農作物技術情報（毎月、号外あり） 

・農作物病害虫発生予察情報 

・病害虫防除速報（水稲、野菜、果樹、花きなど） 

・産地情報 「産地紹介・人物紹介」（毎月） 

・県からのお知らせ（イベント案内、研修会案内など） 

 

今後も随時、情報発信していきますので、ぜひご活用ください。 
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